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2月 24日（金） よつ葉の広場～話・輪・WA～in宇都宮開催しました！ 
 
少人数でもギュッと濃い時間が過ごせたと思います。今回は食育担当の松下さ

んにもきていただきました。市販品との違いを知り、よつ葉のよさを再度深めて、

家族の健康に繋げていけるように具体的にお話していただきました。よつ葉生協

の進める 10の取り組みの事。食を選ぶ上で知っておきたい大切な事。絶対に避け

たい食品添加物の事など。 

頷きながら聞いている参加者の方々が印象的でした。「活字で情報を読んでいく

事も大切だけど、こうして、お話を聞ける事はよりスッと自分の中に入りますね。」

とおっしゃっていたように直に学ぶ事は大切ですね。これからも共に学び合い、

交流出来る場を作って行きたいと思います。 

（理事 渡辺） 

 

「松下さんの食育のお話」 

1月の末、原木しいたけ栽培をしている「どんぐりくらぶ」の高橋農園に 

伺いました。しいたけはどんな風に生えているのだろうかとワクワクしな 

がら見学させていただきました。 

 

原木しいたけとは、ナラやクヌギなどの原木にしいたけ菌 

を植え付けて栽培する日本古来の伝統的な栽培方法です。 

木を細かく砕いたおが粉などを使う菌床栽培に比べ、重労 

働で手間がかかるため生産者の数は減少し、生しいたけにおける 

原木栽培の国の栽培は大変だけれど、美味しい原木しいたけを育 

んでくれます。そして、栽培期間中にポストハーベストも含め、 

農薬と化学肥料を全く使用せず育てていると高橋さんから聞きま 

した。ハウス内の原木を見ると、しいたけ菌ではない様々な色の 

菌類が付着しているものもあります。適温を保ちつつ他の菌に目 

を行い、数少ない安心な原木しいたけを食卓に届けてくださって 

いるんですね。 

 

「どんぐりくらぶ」のしいたけが家に届くと、一緒に入っている 

１０ｃｍ四方紙のメッセージにお気づきでしょうか。どんぐりく 

らぶでは原木しいたけを育てるだけではなく、40年ほど前から 

化学燃料を使わない脱炭素に関する取り組みを始めています。 

原木しいたけ栽培の役目を終えたホダ木を暖房の燃料にしたり、 

専用の焼却炉からできる炭にしたりしています。 

このバイオ炭は、炭にして地中に撒くことで炭内に含まれる炭素を土壌中に閉じ込められます。そして、炭を畑や家庭菜園に 

撒けば土壌改良剤としても利用できるという一石二鳥なもの。しいたけも「止めよう！地球温暖化」も学んだ産地見学でした。 

（まんまの会 増山） 

 

 

ビニールハウスの中の原木しいたけ 

 「冬なのに暖かい」 バイオ炭 「チップ状のバイオ炭」 

 

焼却炉の中のホダ木 「バイオマス暖房の燃料」 

どんぐりくらぶ産地見学 
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たんぱく加水分解物・酵母エキス・発酵調味料ってどんなもの⁇ 
 
昨年 11 月 29 日にまんま委員会が開催した「みんなで学ぼう くららの基準！」（よつ葉だより 2/27 号でご報告）

の際に、講師としてお越しいただいた創健社の鳥沢さんに委員会から「特に原材料のたんぱく加水分解物・酵母エキ

ス・発酵調味料について知りたい」と質問がありました。創健社から見解をいただきましたので、ご紹介します。 

 

 弊社商品に使用している「酵母エキス」は、培養された酵母を分離

し、それに酵素を作用させて分解した物や、また一部商品では、酵素

は使用せず酵母自身の自己消化により出来たものを使用していま

す。尚、弊社では、酵母エキスは風味の観点からどうしても必要な場

合に使用致しますが、その場合、原料・副原料・製造工程を調査し、

添加物や遺伝子組換え等問題無いと判断出来るものを選択し、最小

限使用する事としております。 

 

 たんぱく加水分解物は酵素分解・塩酸分解があり、

特に塩酸分解で作られたものは発がん物質を含むた

め、諸外国では、輸出入禁止の国もあります。よつ葉生

協では、安全とされている酵素分解のみ商品使用基準

を認めています。なぜ、たんぱく加水分解物を使用す

るかというと、たんぱく加水分解物は、加工食品のう

ま味の付け足しに重宝されています。特に、日本では

食品扱い（添加物扱いではない）の為、昨今、食品添加

物を嫌らう消費者が増えたため、うま味調味料のアミ

ノ酸等などを使用しない代わりに使われていることが

多いです。よって、企業側のメリットは、無添加という

事が表現できることになります。 

 

たんぱく加水分解物 

 

酵母エキス 

 

発酵調味料は「味の母」のようなものもありますし、小麦を発酵

させたもの（大豆を使用しない醤油のようなもの）、小麦・大豆を発

酵させて酵母エキスを加えたもの等多種ありますので、一概には説

明が難しいと思います。 

 

発酵調味料 

 

同じ名前でも、製法や原材料によって 

安全性が大きく異なることがわかりますね。表示をしっかり確認することと同時に、信頼できる生産者さん、業者さんの

物を選ぶこともとても大切ですね。 

 

文化イベント情報  ■各イベントのお問い合わせは、直接主催者または連絡先にお願いいたします。 

農薬に頼らない栽培へ「ネオニコフリー学習会」  生協ネットワーク 21 連携開催 

第 1 回 

「ネオニコ系農薬にたよらない有機栽培を学ぼう」 

日時：4 月 27 日（木）10：00～12：00 

講師：小祝 政明さん（日本有機農業普及協会代表） 

申込締切日：4 月 14 日（金） 

 

ネオニコチノイド系農薬は神経をかく乱することで虫を退治し 

ますが、同時に、人にも地下水にも影響を及ぼしてしまいます。 

植物が持つポテンシャルを最大限に引き出して、病害虫に負け 

ずに育てる土づくりとは？BLOF（Bio Logical Farming 環境 

製造型農業）理倫についてみんなで学びましょう。 

 

第 2 回 

「ネオニコ系農薬の脳神経への影響と、農薬リス

クの評価の仕組み」 
日時：5 月 29 日（月）10：00～12：00 

講師：星 信彦さん（神戸大学大学院教授） 

申込締切日：5 月 16 日（火） 

 

星先生の研究では「これ以下なら異常が認められない」と国が

定めた量でも、ネオニコチノイドを与えたマウスに異常が認

められました。脳神経や腸内細菌叢に与える影響、母子間移

行、世代を超えた影響など、さまざまな実験データから教えて

いただきます。また、現在行われている「農薬再評価（登録農

薬の安全性に関する審議）」の最新情報もお話しいただく予定

です。 

 

＊このイベントは、よつ葉生協ホームページから受け付けます。 

資料請求・ご入会・お問い合わせからイベントの申し込みをクリックして下さい。 

＊問合せ よつ葉生協 TEL 0120-07-1613 堀まで 

オンライン開催   1回のみの参加も OK！ 
友好生協のネットワークで一緒にネオニコフリー＆有機農業を

広げましょう♪ 

NO 
ネオニコ 




